
 

 

 ２年生は２月１２日（木）と１３日（金）にかけて、体育館にて救急救命講

習会を実施しました。病気や事故など

で心停止になった人を救うには、救急

車が到着するまでの間に、そばに居合

わせた人が速やかに心肺蘇生（そせい）

などの応急手当を行う必要があります。

いざというときのために、その手法を

身に付けておくことは、これから社会

に出ていく生徒にとって大切な学びの

一つとなります。加古川市内の各消防

署から２日間のべ２８名の消防士の方

に来ていただき、班に分かれて、応急

手当の知識と技術を実践しました。 

生徒はみんな消防士の方の指導に

熱心に耳を傾け、一生懸命に実践して

いました。生徒の中には、命や健康を

守りたいという夢を持っている生徒



もいます。成長し、そのような役割 

を果たしてくれる姿を想像すると、と

ても頼もしく感じました。 

終了後、消防士の方が「陵南中の生

徒の皆さんは、すごく真剣に取り組ん

でくれました。素晴らしかったです。こ

れからも勉強や部活動など頑張ってく

ださいね。」とほめてくださいました。

２年生のみなさん、よい学びや体験が

できて良かったですね。ご指導くださ

った加古川署の皆さん、本当にありが

とうございました。 
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